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現在フランスの象徴であるエッフェル塔の建設が、
当時フランス国内で大きな論争を巻き起こしたという
話を聞いたことはありますか ?

建築家のギュスターヴ・エッフェルは、1889年の万
国博覧会のため、パリに世界一高い塔の建設を計画し
たものの、反対運動にあいました。「怪物的で無駄な
エッフェル塔はパリを醜くする。パリに名誉を失わせ
る」と47名のアーティストが新聞に公開状を出したと
いうエピソードは特に有名です。

それに対してエッフェルは、「このような巨大な建
築物には、通常の芸術理論では理解できない独特の魅
力がある」と反論しました。万国博覧会担当大臣の
ロックロアもまた、アーティストの苦情を聞き入れず、
「著名人が署名したこのような高貴な散文は、博覧会
のいい宣伝になるだろう」と皮肉り、エッフェル塔の
建設工事完了後、その公開状をパリの町中に掲示させ
ました。

結局、猛烈な反対論者の一人であったギー・ド・
モーパッサンは、しばしばエッフェル塔に食事に訪れ、
「エッフェル塔の中はエッフェル塔が見れない唯一の
場所だから」と言い訳をしていたそうです。

エッフェル塔をめぐる論争
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富士山は山梨にあるのか、静岡にあるのか。これは日本でよく話題になりますが、1万キロも離れ
たフランスにも似たような議論が、実はあります。それが、世界遺産の「モン・サン・ミッシェ
ル」はいったいブルターニュ地方にあるのか、それともノルマンディー地方にあるのかという問題
です。歴史を遡ってみましょう !

709年、オベール司教は、フランス北海岸、旧ブルターニュ王国の沖合にひっそりとあった小島の
上に小さな教会を建て始めました。司教は夢の中で大天使サン・ミッシェルに教会の建設を命じら
れたと言われています。300年後、ブルターニュ王国に隣接したノルマンディー公国がクエスノン川
まで拡大したため、モン・サン・ミッシェルはノルマンディー公国の支配下に入りました。モン・
サン・ミッシェルが発展し、簡素な教会が修道院になったのはこの時代以降でした。

しかし、クエスノン川の流れる位置は時代と共に変わった可能性があり、もし、昔この川がもう少
し西の方に流れていたとしたら、モン・サン・ミッシェルはずっとブルターニュ王国にあったとい
う説を信じているブルターニュ人が今でも少なくありません。1300年の歴史と現地の人々のプライ
ドに関わる議論ですから、簡単に片付けられませんね。

モン・サン・ミッシェルをめぐる論争
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古代オリンピックが始まったのは、紀元前
９世紀ごろ、ギリシアのオリンピアです。
全能の神ゼウスをはじめ、多くの神々を崇
めるための体育や芸術の競技祭でした。紀
元前146年、ギリシアはローマ帝国に支配さ
れ、392年にオリンピックが他の宗教行事と
ともにローマ皇帝に禁止されました。

1500年後、19世紀にオリンピアの遺跡が
発見され、この伝統の復活を願うヨーロッ
パ人は少なくありませんでした。1894年に
フランス人のピエール・ド・クーベルタン
が国際オリンピック委員会を設立しました。
近代オリンピックの誕生です。
オリンピックの再開を通して、クーベルタ
ンが目指していたのはスポーツの促進だけ
ではなく、フランスの普遍主義と平等主義
の促進でもありました。そのため、古代オ
リンピックに比べて参加条件などが大きく
緩和され、全世界の人々に開かれたイベン
トになりました。

1896年に第一回オリンピックがギリシア
のアテネ市で開催され、女性の参加が初め
て認められた第二回オリンピックが1900年
にフランスのパリ市で開催されました。

1924年にオリンピックが再びパリで開催
され、当時の競技期間は4ヵ月でした。旧ギ
リシア時代と同様に芸術（絵画、音楽、建
築、彫刻、文学）の競技も行われました。
最初のオリンピック村が建設されたのも、
歴史上初の冬季オリンピックの開催もこの
年でした。
その後、フランスは冬季オリンピックを

1968年と1992年にも開催しました。
今年のフランス開催の夏季オリンピックは

ちょうど100年ぶりです !

※ Posters by the IOC
※ Photos by https://unsplash.com

近代オリンピックと
フランス
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歴史上初の冬季オリンピックのポスター(1924年)

1900年のパリオリンピックのポスター
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